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は
じ
め
に

　

●
第
一
部　

近
代
日
本
の
他
者
像

第
一
章　
〈
野
蛮
人
〉
の
表
象
、
あ
る
い
は
植
民
地
主
義
の
起
源

「
無
主
の
野
蛮
人
」
と
い
う
言
説
／
牡
丹
社
で
の
戦
闘
／
「
野
蛮
人
」

の
表
象
／
も
う
一
つ
の
出
会
い
と
「
野
蛮
人
」
像
の
再
生
産

第
二
章　

拓
殖
博
覧
会
と
「
帝
国
版
図
内
の
諸
人
種
」

植
民
地
を
展
示
す
る
博
覧
会
／
日
本
見
学
旅
行
と
博
覧
会
／
明
治

記
念
拓
殖
博
覧
会
／
和
期
の
博
覧
会
と
「
原
住
民
の
演
出
」

　

●
第
二
部　

植
民
地
の
博
覧
会

第
三
章　

朝
鮮
博
覧
会
と
い
う
幻
想

博
覧
会
の
な
か
の
朝
鮮
館
／
植
民
地
・
朝
鮮
で
の
博
覧
会
／
朝
鮮

博
覧
会
の
挙
行
／
国
威
発
揚
の
博
覧
会

第
四
章　

満
洲
を
見
せ
る
博
覧
会

植
民
地
か
ら
の
博
覧
会
参
加
／
「
進
歩
一
世
紀
市
俄
古
万
国
博
覧

会
」
に
お
け
る
満
洲
／
大
連
勧
業
博
覧
会
／
満
洲
代
博
覧
会
／
大

東
亜
建
設
博
覧
会
、
そ
し
て
終
焉

第
五
章　

統
治
手
段
と
し
て
の
展
覧
会

台
湾
勧
業
共
進
会
の
意
義
／
警
察
主
催
の
展
覧
会

第
六
章　

台
湾
博
覧
会
：
植
民
地
は
今
花
盛
り

台
湾
博
覧
会
の
開
催
／
博
覧
会
で
の
展
示
／
博
覧
会
で
の
催
し
物

／
沸
き
立
つ
大
稲
埕
の
住
民
／
踊
る
「
原
住
民
」
／
博
覧
会
の
宴

は
終
え
て

　

お
わ
り
に
・
索
引

●
台
湾
・
朝
鮮
・
満
洲
と
膨
張
す
る
帝
国
日
本
。
そ
の
博
覧
会
に
は
国
威
発
揚
と
統
治
の
成
果
が
謳

い
上
げ
ら
れ
た
。
図
像
を
交
え
、
近
代
日
本
の
他
者
像
＝
異
民
族
・
異
文
化
像
を
描
き
出
す
力
作
。

　

本
書
は
近
代
日
本
に
お
い
て
行
わ
れ
た
植
民
地
博
覧
会
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。
植
民
地
博
覧
会
と
は
植
民
地
で
開
催
さ
れ
た
博
覧

会
、
お
よ
び
植
民
地
そ
の
も
の
を
主
題
に
し
た
博
覧
会
の
こ
と
で

あ
る
。
植
民
地
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
で
あ
る
ゆ
え
に
、
主
催
し

た
植
民
地
行
政
府
の
意
向
が
直
接
的
に
反
映
さ
れ
て
い
て
、
い
わ

ば
植
民
地
統
治
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
性
格
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
植
民
地
権
力
が
む
き
出
し
に
露
呈
さ

れ
て
場
面
が
数
多
く
見
ら
れ
、
帝
国
主
義
の
暗
い
部
分
を
映
し
出

し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
…
…

　

む
ろ
ん
、
植
民
地
で
の
博
覧
会
は
日
本
本
土
で
同
時
期
に
開
か

れ
た
博
覧
会
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
一
〇
年

代
、
日
中
戦
争
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
く

と
、
時
代
の
要
請
を
受
け
、
国
家
の
繁
栄
を
見
せ
つ
け
る
国
威
発

揚
の
博
覧
会
が
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
…
…
同

じ
時
期
、
日
本
の
国
威
発
揚
を
狙
う
博
覧
会
が
朝
鮮
で
も
行
わ
れ
、

会
場
に
は
多
く
の
朝
鮮
人
の
熱
気
が
充
満
し
て
い
た
。
宗
主
国
と

植
民
地
と
の
双
方
で
ま
っ
た
く
同
じ
現
象
が
生
ま
れ
て
い
た
。
博

覧
会
で
の
熱
狂
振
り
を
見
る
限
り
、
皇
民
化
時
代
の
日
本
と
朝
鮮

の
人
々
は
同
時
代
性
を
体
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

植
民
地
博
覧
会
は
時
流
を
敏
感
に
反
映
す
る
催
し
で
あ
り
、
植

民
地
の
特
殊
性
も
映
し
出
し
て
い
て
、
日
本
本
土
で
は
見
ら
れ
な

い
独
自
性
を
持
っ
て
い
た
。
…
…
そ
れ
と
と
も
に
言
え
る
こ
と
は
、

植
民
地
で
あ
っ
た
台
湾
、
朝
鮮
と
、
植
民
地
で
あ
り
な
が
ら
日
中

戦
争
の
戦
場
と
化
し
て
い
た
満
洲
と
は
お
の
ず
か
ら
博
覧
会
に
対

す
る
地
元
民
の
態
度
は
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
総
督
府
の
全
面
的
な
指
導
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
朝
鮮
、

台
湾
の
博
覧
会
と
、
大
連
市
を
主
体
に
し
た
博
覧
会
と
は
比
べ
て

み
る
こ
と
自
体
が
理
に
あ
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
近

代
日
本
が
関
わ
っ
た
植
民
地
博
覧
会
を
通
観
す
る
著
作
が
今
ま
で

に
な
い
以
上
、
東
ア
ジ
ア
全
域
を
視
野
に
置
い
た
本
書
の
試
み
は

決
し
て
無
駄
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
側
面
に

留
意
し
、
日
本
の
植
民
地
で
行
わ
れ
た
博
覧
会
の
状
況
を
つ
ぶ
さ

に
記
述
す
る
試
み
で
あ
る
。


